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 特殊伐採とは、大きく分けて“クレーン作業・高所作業車での伐採“と、”アーボリスト・

ツリーワーカーによる伐採“の 2つがあります。近年、造園会社や個人による参入も目立

っています。1 つの工期が比較的短く、コンスタントに仕事ができ、大型重機を揃えずと

も行えるケースが多いことから、従事者が増えているとのことです。しかし、十分な技術

の習得と資機材の導入が必要になってきます。欧米では、街路樹などの木を極力残し育て

る考え方が根付いています。なるべく根本から伐採せず、木の成長とともに不要な枝があ

ればその都度除去し、長年にわたり木を管理していく手法をしています。日本でも広がり

つつあり、景観や生態系の維持向上に加え、携わる林業事業体などの仕事が永続していく

メリットがあります。今後の地球温暖化の影響で樹木成長スピードに影響を及ぼす可能性

があることから、高木、老齢木などを対象とする特殊伐採の需要は広がることでしょう。 

 

林業では、ワークポジショニングができ

る、新規格に適合したフルハーネス型墜

落防止用器具を選びましょう。 

 

墜落・転落災害で命を落としている労働者が、

今でも年間 200 人もいるのはご存知でしょう

か。休業 4 日以上のケガ人も含めると、約 2 万

人もいます。このようなことから、より安全を

求める法令として、2019年 2月に労働安全衛生

法執行令等の改正が行われました。 

「墜落制止用器具」と名称も変更され、2022年

1 月 2 日からは新しい規格に適合した墜落制止

用器具を使用しなければならなくなりました。 

 

次世代に繋ぐ林業雑誌「フォレ

ストジャーナル」さんの特集を

参考にさせて頂きました！！ 

 


